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愛知9区 津島市・稲沢市・愛西市・弥富市・あま市・大治町・蟹江町・飛島村

　

一
宮
西
港
道
路
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
名

神
一
宮
J
C
T
か
ら
30
キ
ロ
南
伸
さ
せ
湾
岸
道

路
と
結
び
ま
す
。令
和
4
年
3
月
に
重
要
物
流
道

路
の
計
画
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
、令
和
4
年
度

か
ら
国
に
よ
る
調
査
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。令
和

5
年
2
月
に
は
国
の
中
部
地
方
小
委
員
会
で
初
め

て
議
論
、第
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、第
2
回
地
方

小
委
員
会
、第
2
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ

　

日
光
川
流
域
は
、日
光
川
河
口
の
ポ
ン
プ
排
水
に
頼
ら
ざ
る
得
な
い
地
域

で
あ
り
、東
洋
一の
能
力
の
排
水
機
場
が
2
棟
稼
働
し
て
地
域
を
守
り
ま

す
。水
災
害
の
激
甚
化
に
対
応
し
た
さ
ら
な
る
安
全
度
の
向
上
の
た
め
、日

光
川
河
口
に
新
た
な
排
水
機
場
の
増
設
を
強
力
に
要
望
し
推
進
し
ま
す
。
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長坂やすまさ事務所

夢
を
形
に
！！
一
宮
西
港
道
路
が
大
き
く
前
進
。

日
光
川
河
口
の
排
水
機
場
の
整
備

重
要
物
流
道
路
に
位
置
付
け
、高
規
格
道
路
一
宮
西
港
道
路
の

路
線
検
討
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！！

長坂康正公式WEBサイト nagasakayasumasa.com
津島事務所

国会事務所
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〒100-8981　東京都千代田区永田町2-2-1　衆議院第一議員会館1007号室　TEL 03-3581-5111

石
破
茂
新
総
理
と
。

国土交通省の山本道路局長に
一宮西港道路の重要性を説明。

斉藤鉄夫国土交通大臣と
長坂康正国土交通委員長

一宮西港道路の早期実現に向け国交省に
要望。愛知県岐阜県の理事者や国会議員、
期成同盟会の会長の村上あま市長、副会
長の日永愛西市長、横井県議、中野県議を
はじめ名古屋商工会議所、中部経済連合
会などで事業推進の要望活動を吉岡国土
交通省事務次官へ行いました。

国土交通省の藤巻水管理国土保全局長に対して、横井
五六県議、中野治美県議と加藤飛島村長と一緒に日光
川河口にもう一つ排水機の増設を提言しました。

新排水機場増設のイメージ

土地の高さが川よりも低いこの地域では雨水
はポンプの力を借りて川や海へ排出されます。

れ
て
い
ま
す
。国
土
交
通
省
で
は
い
よ
い
よ
計
画

の
具
体
化
に
向
け
、概
略
ル
ー
ト
、構
造
等
の
検

討
が
進
め
ら
れ
、計
画
路
線
3
ル
ー
ト
案
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。今
後
意
見
集
約
や
検
討
を
推
進

し
ま
す
。交
通
利
便
性
の
み
で
な
く
、防
災
減
災

国
土
強
靭
化
の
面
で
も
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

で
あ
る
地
元
を
守
る
夢
を
形
に
す
る
高
速
道
路

で
す
。全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

衆議院議員

石破茂新総理と共に、地元を守る！日本を守る！

衆議院国土交通委員長

長坂やすまさ

衆議院本会議に登壇し委員長報告する長坂やすまさ国土交通委員長。

（
3
ル
ー
ト
提
示
、第
2
回
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
）

同志県議の皆さんと力を合わせ、地域の皆さんの命と暮らしを守り
ます。左手から朝日県議、横井県議、久保田県議、長坂やすまさ、
中野県議、石塚県議。
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ながさかやすまさ 検 索

号外

海
河口池

日光川排水機周辺日光川排水機周辺
水閘門

内水ポンプ場

排水機場

海の水位が河口
池より高い時は、
水門を閉めてポン
プで排水します。

海の水位が河口池よ
り低い時は、水門を開
いて排水します。

豪雨時に上流から来る
洪水の一部を木曽川
へ放流し、下流への下
流量を減らします。

雨水は日光川を
とおって河口池
へ集まります。

日光川排水の仕組み

上流（高い土地）

日光川放水路

雨量観測局

水位観測局

下流（低い土地）



　

９
月
２７
日
、自
民
党
石
破
新
総
裁
が
誕
生
し
、10
月
1
日
の
臨
時
国
会
で
石
破
内
閣

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
回
の
総
裁
選
は「
政
治
と
カ
ネ
」を
巡
る
政
治
不
信
を
払
拭

す
べ
く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、日
本
を
守
り
、地
方
を
守
り
、ル
ー
ル
を
守
る
自
民
党
を
め
ざ

す
石
破
茂
新
総
理
・
総
裁
の
下
、党
改
革
を
一
層
推
進
し
、国
民
の
皆
様
の
信
頼
を
取
り

戻
す
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
り
ま
す
。ま
た
物
価
上
昇
と
賃
上
げ
が
始
ま
り
、よ
う

や
く
デ
フ
レ
脱
却
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
は
経
済
産
業
副
大
臣
の
経
験
を
活
か
し
、

こ
の
好
循
環
を
地
方
や
中
小
企
業
に
広
げ
日
本
の
活
力
を
取
り
戻
し
ま
す
。気
候
変
動

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
巨
大
台
風
や
大
雨
、地
震
な
ど
防
災
、減
災
対
策
が
最
重
要

課
題
で
す
。衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

長
坂
康
正
は
、新
総
理
・
総
裁
の
下
で
全
力
で
、働
い
て
ま
い
り
ま
す
。何
卒
よ
ろ
し
く

ご
支
援
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
派
閥
パ
ー
テ
ィ
資
金
の
一
部
を
、多
く
の
国
会
議
員

が
政
治
資
金
と
し
て
未
記
載
の
ま
ま
取
り
扱
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
が
大
問
題
と
な
り
ま
し
た
。私
は
法
令
を
遵
守
し
、適
正
に
政
治
資
金
の
収
支
報
告

を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、こ
の
問
題
は
す
べ
て
の
政
治
家
が
初
心
に
か
え
り
、政
治
資
金
の

透
明
性
を
高
め
、国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
取
り
戻
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
信
無
く
ば
立
た
ず
」、き
れ
い
で
分
か
り
や
す
い
政
治
に
努
め
、先
頭
に
立
っ
て
政
治

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

衆
議
院
議
員

ご
あ
い
さ
つ

地
元
の
防
災
減
災 　

輸
入
物
価
の
上
昇
に
端
を
発
し
た
食
料
品
や
光
熱
費
な
ど
の

物
価
上
昇
は
次
第
に
２
％
の
物
価
安
定
の
目
標
に
向
か
っ
て
徐
々

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。今
年
こ
そ
賃
上
げ
を
進
め
、経
済
の
好
循
環
を
作
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
経
済
回
復
の
流
れ
が
地
方
や
中
堅
・
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

者
の
皆
さ
ま
に
も
波
及
す
る
よ
う
に
全
力
で
取
組
み
ま
す
。

物
価
と
賃
金

政
治
不
信

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
ガ
ザ
地
区
で
の

紛
争
だ
け
で
な
く
、北
朝
鮮
は
日
本
の
上
を
通
過
す
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル・
軍
事
衛
星
の
発
射
実
験
を
繰
り
返
し
、南
シ
ナ
海
や
台
湾
海
峡
を
め
ぐ
る
中
国
の

無
法
な
行
為
は
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
否
応
な
く
高
め
て
い
ま
す
。責
任
与
党
で
あ
る
自
民

党
と
し
て
、国
民
の
生
命
財
産
を
断
固
守
る
と
言
う
決
意
を
持
つ
と
と
も
に
、法
の
支
配

に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
を
守
っ
て
い
く
た
め
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
占
領
下
の
80
年
近
く
前

で
す
が
、そ
の
後
、社
会
も
大
き
く
変
わ
り
な
が
ら
、憲
法
改
正
の

議
論
は
避
け
ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。自
衛
隊
が
設
立
さ
れ
て
70
年
。24
時
間
体
制
で

日
本
の
安
全
保
障
や
災
害
時
の
救
援
活
動
に
活
躍
し
多
く
の
国
民
の
支
持
を
得
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、未
だ
憲
法
上
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
な
ま
ま
で
す
。平
和
主
義
の
原
則

を
維
持
し
つ
つ
、自
衛
隊
の
存
在
を
憲
法
上
に
明
記
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。ま
た
首
都
直

下
型
の
巨
大
地
震
や
日
本
が
外
部
か
ら
の
侵
略
な
ど
が
起
き
た
時
に
は
平
時
の
ル
ー
ル
ど

お
り
で
は
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
れ
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

た
め
の
規
定
も
憲
法
に
明
文
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

安
全
保
障

　

年
金
、医
療
や
介
護
、福
祉
な
ど
生
活
の
安
定
を
支
え
る
社
会

保
障
制
度
に
つ
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
来
年
度
に
は
異
次
元
の
少
子
化
対
策
が
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。我
が
国
の
出
生
数
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
頃
の
年
間
約
２

７
０
万
人
が
い
ま
や
77
万
人
と
な
り
、他
方
、長
寿
社
会
の
中
で
徐
々
に
死
亡
者
数
も
増

加
し
て
1
5
7
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、1
年
間
に
80
万
人
以
上
の
人
口
減

少
と
な
り
、毎
年
、山
梨
県
が
一
つ
ず
つ
消
滅
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。何
と
か
日
本

の
発
展
を
守
る
た
め
に
も
毎
年
３
．６
兆
円
の
異
次
元
の
少
子
化
対
策
を
成
功
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。政
府
与
党
の
一
員
と
し
て
、た
と
え「
不
都
合
な
真
実
」で
あ
ろ
う
と

も
、国
民
の
皆
さ
ま
に
誠
実
に
正
直
に
伝
え
、皆
様
の
ご
意
見
を
聴
き
政
策
を
前
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

何
よ
り
大
切
な
地
域
の
防
災・減
災
対
策
を
全
力
で
推
進

し
ま
す
。同
志
県
議
の
皆
さ
ん
、市
町
村
長
さ
ん
と
地
元
の

議
会
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
各
自
治
体
の
施
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
、地
域
の
夢

を
形
に
変
え
て
ま
い
り
ま
す
。一
宮
西
港
道
路
は
い
よ
い
よ
計
画
路
線
を
皆
様
に
お
示
し

し
、２
回
の
大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。更
に
地
元
の
防

災
力
を
強
化
、補
強
す
べ
く
日
光
川
河
口
の
新
排
水
機
場
増
設
を
推
進
し
ま
す
。国
土

交
通
委
員
長
と
し
て
担
当
す
る
住
宅
、道
路
、河
川
を
は
じ
め
交
通
イ
ン
フ
ラ
か
ら
物

流
、観
光
庁
、気
象
庁
、海
上
保
安
庁
と
幅
広
く
安
全
安
心
、防
災
減
災
、国
土
強
靭
化

か
ら
国
民
生
活
に
密
着
し
た
重
要
分
野
を
所
掌
し
て
い
ま
す
。委
員
長
と
し
て
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
国
土
交
通
政
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。経
済
産
業
副
大

臣
の
経
験
に
加
え
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
頑
張
り
ま
す
。国
政
の
場
で
様
々
な
政
策
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化

憲
法
改
正

衆議院国土交通委員会で委員長を務める。

診療報酬、介護報酬、薬価などトリプル改定に向けて鈴木財務大臣に
大幅アップを要請する。英国議会の運輸特別委員会のメンバーと意見交換。

一宮西港道路や地元の防災減災対策を地元公職者の皆さんと
麻生太郎自民党副総裁（当時）に要請する。

麻生太郎自民党副総裁（当時）と9区の同志県議、
首長で日光川新水閘門を視察。

地元の敬老会に出席させていただきました。 木曽三川連合総合水防演習に参加。大村知事と。

稲沢市の国府宮駅で朝の街頭活動をしました。


